
メジャー履修モデル　⑤　哲学・歴史学メジャー

1年次 2年次 3年次 4年次

【アドヴァンスト：必修4単位】

演習Ⅰ演習Ⅱ（EMP含む）

【アドヴァンスト：必修10単位】

演習Ⅲ 演習Ⅳ 卒業論文研究Ⅰ

卒業論文研究Ⅱ（EMP含む）

【イントロダクトリー】

哲学・思想への招待 歴史学への招待

【アドヴァンスト（歴史学中心）】自身が専門とする分野（日本史・西洋史・東洋史）の各科目は，すべて履修するのが好ましい。

（日本史） 日本近世・近現代史概説 古文書学 民俗学 歴史学特講Ｂ

（西洋史） 西洋文化史 歴史学特講Ａ

（東洋史） 東洋文化史 中央ユーラシア史 歴史学特講Ｃ

〈その他〉 ロシアの歴史と文化 東欧の歴史と文化

【ベーシック（歴史学中心）】歴史学を専門とする場合，○の科目はすべてを履修するのが好ましい。

（日本史中心） ○比較文化史概論 ○日本古代・中世史概説

（西洋史中心） ○歴史学概論 ○西洋史概説Ⅰ ○西洋史概説Ⅱ

（東洋史中心） ○考古学概論 ○東洋史概説Ⅰ ○東洋史概説Ⅱ 中央アジア論 中国近現代の歴史と思想

【共通科目】

歴史入門 哲学入門 倫理学入門

【ベーシック（哲学・歴史学をともに学ぶ）】自分の学習の目的に合わせて履修する。

（哲学分野） 哲学概論・仏教思想概論の２科目から１つ以上

日本思想史Ⅰ・西洋哲学史Ⅰ・倫理学概論から２つ以上

（歴史学分野）比較文化史概論・歴史学概論・考古学概論の３科目から１つ以上

日本古代・中世史概説，西洋史概説Ⅰ，西洋史概説Ⅱ，東洋史概説Ⅰ，東洋史概説Ⅱの５科目から２つ以上

※アドバンスト科目は，上記の哲学中心・歴史学中心のどちらかのモデルをベースに履修すること。

【ベーシック（哲学中心）】哲学を専門とする場合，哲学に関する幅広い知識を得るために以下のすべてを履修するのが好ましい。

（東洋哲学中心） 仏教思想概論 日本思想史Ⅰ

（西洋哲学中心） 哲学概論 西洋哲学史Ⅰ 倫理学概論

【アドヴァンスト（哲学中心）】 自身が専門とする分野（東洋哲学・西洋哲学）の科目は，すべて履修するのが好ましい。

（東洋哲学中心） 東洋思想史 日本思想史Ⅱ 宗教学 哲学・思想特講B

（西洋哲学中心） 西洋哲学史Ⅱ 論理学 科学哲学 言語哲学 哲学・思想特講A

また、自分の専門に関係する「人間学外書講読」の授業や、「ドイツ言語文化研究」などの授業を履修することが好ましい。

【イントロダクトリー：選択必修2単位以上】

人間学
Introduction to Humanities(EMP)

【ベーシック：選択必修2単位以上】

文学部の学びとライフデザイン
Academic Foundations for Humanities 


